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1.はじめに
Salome-Mecaを用いて片持ち梁、単純梁(等方
性、異方性、二次要素)、サンドイッチ梁につ
いて変位を求め、理論計算によって求めた値と
の誤差を求めた。



  

2.片持ち梁

salome_mecaでの変位

板厚 t
桁高 h
高さ l
ヤング率 E
ポアソン比 
荷重 P 

　:10mm

　:10mm

　:100mm

　:6000

　:0.4 

　:100N 

表1:計算に用いた条件

100mm 10mm

10mm

P

理論値:



  

2.片持ち梁
理論値 解析値

要素数-変位についてのグラフ

変位とその相対誤差についての表



  

3.単純梁(等方性)

salome_mecaでの変位

板厚 t
桁高 h
高さ l
ヤング率 E
ポアソン比 
荷重 P 

　:10mm

　:10mm

　:120mm

　:6000

　:0.4 

　:100N 

計算に用いた条件

100mm 10mm

10mm

P(線荷重)

理論値:

10mm 10mm

60mm



  

3.単純梁(等方性)

要素数-変位についてのグラフ

変位とその相対誤差との表

理論値

解析値



  

3.単純梁(異方性)

salome_mecaでの変位 計算に用いた条件

100mm 10mm

10mm

P(線荷重)

理論値:

10mm 10mm 板厚 t
桁高 h
高さ l
x軸方向ヤング率 
y軸方向ヤング率 
z軸方向ヤング率 
ポアソン比 
荷重 P
 

　:10mm

　:10mm

　:120mm

　:6000

　:250

　:250

　:0.016 

　:100N 

60mm



  

3.単純梁(二次要素)

salome_mecaでの変位

板厚 t
桁高 h
高さ l
ヤング率 E
ポアソン比 
荷重 P 

　:10mm

　:10mm

　:120mm

　:6000

　:0.4 

　:100N 

計算に用いた条件

理論値:

一次要素 二次要素



  

3.単純梁(異方性、二次要素)

変位とその相対誤差 異方性 変位とその相対誤差 二次要素



  

3.単純梁(異方性、二次要素)

理論値(二次要素)

解析値(二次要素)理論値(異方性)

解析値(異方性)



  

4.サンドイッチ梁

salome_mecaでの変位 計算に用いた条件

100mm 10mm

8mm

P(線荷重)

理論値:

10mm 10mm

木材板厚 
木材桁高 
木材高さ 
木材ヤング率 
木材ポアソン比 
鋼材板厚
鋼材桁高
鋼材高さ
鋼材ヤング率
鋼材ポアソン比 
荷重 P
 

　:8mm

　:10mm

　:120mm

　:4000

　:0.4

　:1mm

　:10mm 

　:120mm

　:206000

　:0.3

　:100N

60mm

1mm

1mm



  

4.サンドイッチ梁

要素数-変位についてのグラフ
変位とその相対誤差との表



  

5.考察
● 要素数の増加に伴い相対誤差が減少した
● 二次要素は一次要素に比べより要素数が少ない場合でも小さい相対誤差を

示した
→計算を行う箇所が多くなればなるほど現実の梁に近づくため相対　誤差
が小さくなる

● サンドイッチ梁は他の梁の計算結果と比較して相対誤差が大きかった
→複雑な形状は計算回数が増えるため精度が下がる



  

6.まとめ
● salome-mecaを用いて梁の変位について計算を行っ

た。要素数やメッシュの種類による振る舞いの違いと
理論値との相対誤差が生じた理由について考察を行っ
た。

● LaTexの使い方について学び創造工房実習の概要につ
いてのまとめを行った。


